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い
の
ち
と
く
ら
し
を
ま
も
り
、「
安

心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く

り
」
の
た
め
に
活
動
を
す
す
め
て
き

ま
し
た
。
特
に
核
兵
器
廃
絶
を
求
め

る
運
動
は
班
会
な
ど
で
学
習
、署
名
、

代
表
派
遣
募
金
に
取
り
組
み
、
目
標

を
大
き
く
上
回
ま
わ
る
運
動
に
な
り

ま
し
た
。

１
、「
元元
気
で
、
安安
心心

し
て
住
み
つ
づ
け
ら

れ
る
ま
ち
づ
く
り
」

の
活活
動動
を
す
すす
め
て

き
ま
し
た

・
班
会
は
、
健
康
チ
ェ
ッ
ク
班
会
を

軸
に
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
お
出
か
け

班
会
、
お
茶
会
、
環
境
問
題
、
施
設

見
学
、「
笑
っ
て
死
ね
る
病
院
」
Ｄ

Ｖ
Ｄ
鑑
賞
、
社
保
・
平
和
学
習
な
ど

要
求
に
応
じ
て
多
彩
に
行
い
ま
し

た
。

・
班
会
メ
ニ
ュ
ー
を
利
用
し
た
職
員

参
加
型
の
班
会
を
４６
回
行
い
ま
し

た
。今
年
度
利
用
ベ
ス
ト
３
は
、フ
ェ

イ
ス
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
・
バ
ラ
ン
ス
の

よ
い
食
事
・
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
の
話
し
で
し
た
。

・
２
０
０
８
年
度
に
比
べ
２
０
０
９

年
度
は
班
会
開
催
数
、
参
加
延
べ
人

数
が
減
少
し
ま
し
た
。
毎
月
々
行
っ

て
い
た
ひ
だ
ま
り
弁
当
配
食
や
卓
球

班
会
等
が
中
止
に
な
っ
た
の
が
要
因

で
す
。

・「
い
つ
で
も
元
気
」
誌
は
現
在
１１

出
張
所
で
２
５
４
名
の
方
が
購
読
し

て
い
ま
す
。
２
０
１
０
年
度
は
、「
い

の
ち
と
暮
ら
し
」

に
役
立
つ
よ
う
に

読
み
合
わ
せ
班
会

を
企
画
し
ま
す
。

２
、
健健
友友
グ
ル
ー
プ
の

一一
員員
と
し
て
、
平平
和

や
医医
療療
・
福福
祉
の
学学

習
な
ど
催催
し
を
企企
画

し
て
取
組組
み
ま
し

た
。

・
平
和
の
つ
ど
い
は
、「
憲
法
２５
条

と
人
権
と
平
和
」
に
つ
い
て
６０
名
が

参
加
し
、
平
和
盆
踊
り
は
２
日
間
で

延
べ
１
、０
０
０
名
が
集
い
ま
し
た
。

家
族
健
康
ま
つ
り
は
１
、
５
０
０
名

が
参
加
し
、
病
院
開
設
２５
周
年
・
ケ

ア
ハ
ウ
ス
開
設
５
周
年
記
念
企
画
と

し
て
、
パ
ネ
ル
展
示
と
も
ち
つ
き
を

行
い
ま
し
た
。

・
健
友
ネ
ッ
ト
集
会
の
伊
藤
千
尋
氏

の
講
演
「
世
界
を
見
て
知
る
〜
生
命

を
尊
重
す
る
社
会
」
に
は
１
５
０
名

が
聴
講
し
ま
し
た
。
午
後
か
ら
の
分

散
会
で
は
病
院
な
ど
各
事
業
所
や
友

の
会
各
支
部
か
ら
の
活
動
報
告
、
交

流
を
し
ま
し
た
。

・「
健
友
会
基
金
」
は
班
会
で
定
期

的
に
協
力
す
る
な
ど
６
０
９
件

１
４
、
５
６
１
、
６
５
０
円
の
協
力

が
あ
り
ま
し
た
。

・
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
委
員
会
と
共
同
で
開

催
し
た
。
６２
名
が
受
講
し
、
オ
レ
ン

ジ
リ
ン
グ
を
取
得
し
ま
し
た
。

３
、
平平
和和
・
憲憲
法法
を
守

る
取
り
組組
み
を
お
こ

な
い
ま
し
た

・
全
支
部
か
ら
平
和
行
進
に
参
加
し

ま
し
た
。
原
水
禁
世
界
大
会
事
前
学

習
会
と
折
鶴
運
動
を
行
い
、
参
加
職

員
４
名
が
班
会
等
で
報
告
を
し
ま
し

た
。（
５４
回
４
９
６
名
）

・
ビ
キ
ニ
デ
ー
は
募
金
活
動
に
取
り

組
み
、
北
名
古
屋
支
部
か
ら
恒
川
さ

ん
が
参
加
し
ま
し
た
。

・
核
不
拡
散
（
Ｎ
Ｐ
Ｔ
）
再
検
討
会

議
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
行
動
に
稲
沢
支
部

の
山
岸
さ
ん
を
代
表
派
遣
（
職
員
１

名
）し
ま
し
た
。
募
金
活
動
と
し
て
、

１
月
か
ら
４
月
ま
で
の
「
９
の
日
」

に
署
名
・
リ
サ
イ
ク
ル
バ
ザ
ー
・
八

百
津
せ
ん
べ
い
販
売
に
取
り
組
み
、

目
標
を
上
回
る
募
金
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。「
核
兵
器
の
な
い
世
界
を
」

署
名
は
目
標
の
２
、
０
０
０
筆
を
こ

え
る
取
り
組
み
に
な
り
ま
し
た
。

４
、
社
会
保保
障
を
充
実

さ
せ
る
取
り
組組
み
を

し
ま
し
た

・
手
作
り「
紙
芝
居
班
会
」を
行
い
、

情
勢
学
習
会
を
行
い
ま
し
た
。（
４７

回
２
９
５
名
）
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
廃
止
な
ど
緊
急
４
項
目
署
名
に
取

り
組
み
ま
し
た
。（
３
、９
９
５
筆
）地

元
選
出
国
会
議
員
に
要
請
を
行
い
２

名
が
紹
介
議
員
に
な
り
ま
し
た
。

・
自
治
体
キ
ャ
ラ
バ
ン
は
、
一
宮
市

〜
稲
沢
市
〜
美
和
町
、
清
須
市
〜
北

名
古
屋
市
〜
岩
倉
市
、
江
南
市
〜
扶

桑
町
〜
犬
山
市
の
３
コ
ー
ス
に
約
５５

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

５
、、
支
部部
活活
動動
の
活活
性性

化
と
自
主
班
会
に
努努

め
ま
し
た

・
共
同
組
織
活
動
交
流
集
会
ｉ
ｎ
長

崎
に
６
名
が
参
加
し
、
３
演
題
の
発

表
を
し
ま
し
た
。

・
友
の
会
員
数
は
、
５
、
８
９
４
名

（
前
年
度
比
９９
・
１
％
）
に
な
り
ま

し
た
。死
亡
・
転
居
等
の
脱
退

で
会
員
数
が
減
り
ま
し
た
。

・
５
つ
の
班
が
で
き
ま
し

た
。
友
の
会
ニ
ュ
ー
ス
は
、

２
８
８
名
の
友
の
会
員
が
配
達
を
し

て
い
ま
す
。

・
班
数
は
７０
班
で
実
参
加
者
は

６
５
９
名
（
前
年
度
比
６９
％
）、
班

会
開
催
数
は
３
９
５
回
（
前
年
度
比

７９
％
）
で
し
た
。

・
江
南
地
域
、
岩
倉
支
部
は
、
班
長

会
が
始
ま
り
交
流
を
深
め
て
い
ま

す
。

・
第
４０
回
県
連
学
術
運
動
交
流
集
会

に
北
名
古
屋
支
部
の
早
川
さ
ん
が

「
職
員
参
加
型
班
会
メ
ニ
ュ
ー
を
活

用
し
て
」
を
発
表
し
ま
し
た
。

・
組
織
強
化
月
間
（
１０
月
・
１１
月
）

は
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
廃
止
な

ど
緊
急
４
項
目
署
名
に
取
り
組
み
、

地
元
国
会
議
員
要
請
を
行
い
ま
し

た
。「
い
つ
で
も
元
気
」
誌
の
拡
大

に
も
取
り
組
み
ま
し
た
。

・
大
腸
が
ん
自
己
チ
ェ
ッ
ク
月
間
に

は
、
５
０
０
名
を
目
標
と
し
４
６
５

名
が
実
施
し
ま
し
た
。
早
期
大
腸
が

ん
が
１
名
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

・
友
の
会
健
診
は
、
友
の
会
役
員
会

の
案
の
も
と
で
千
秋
病
院
と
検
討
を

し
て
き
ま
し
た
。
内
容
や
料
金
に
つ

い
て
今
後
引
き
続
き
検
討
し
て
い
き

ま
す

・バスハイク
・配達者ご苦労さん会
・まちなみチェック
・新班（星の会班）
・バスハイク
・公立病院を守る運動
・岩倉小規模多機能ホームで役員会や多くの班会を実施
・班長会を実施
・青空健康チェック
・配達者ご苦労さん会
・新班（春桜班・元気班）
・毎月のウォーキング
・肺炎ワクチン助成金運動
・配達者ご苦労さん会
・友の会ニュース読者配布８０名の開拓
・新班（田代班・稲山班）
・尾西まつりの体力測定
・青空健康チェック
・「笑って死ねる病院ＤＶＤ」全班会で鑑賞
・班会で毎回、職員参加の班会メニューを利用
＊メタボリック検診・骨密度検診・くすり博物館に見学等

千秋支部

一宮西部支部

岩倉支部

稲沢支部

尾西支部

北名古屋支部

尾尾
張張
健健
康康
友友
のの
会会

２
０
００
９
年年
度度
活活
動動
のの
まま
とと
めめ

〈支部の取組みとして〉


